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Infini-D デモ版操作について

Infini-Dのデモ版は英語版です。
ここでは，操作のヒントと日本語メニューの対訳を収録しています。



①メニューバー

　 　

　



　

　



　

　



②ビューフローター

メニューバーの「Windows」から「Views Floater」を選んで

表示させます。

つくっているオブジェクトが，レンダリングするとどんな感じになるのか
あらかじめ見ることができます。
見たいビューウィンドウを指定して，レベルを設定します。



③オブジェクトフローター

メニューバーの「Windows」から「Object Floater」を選んで
表示させます。
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①選択しているオブジェクトの名前です。
②この数値を変えると，選択しているオブジェクトの大きさが変わります。
③選択しているオブジェクトの位置を変えます。X,Y,Zに数値を入力して
　リターンキーを押すと，位置が変わります。
④選択しているオブジェクトの角度を変えます。X,Y,Zに角度を入力して
　リターンキーを押すと，角度が変わります。
⑤選択しているオブジェクトを変形させます。X,Y,Zに数値を入力してリ
　ターンキーを押すと，物体がさまざまに変形します。
●X,Y,Zの数値を考えるヒントが，ビューウィンドウの左隅にあります。

　たとえば，球体をひらたく変形させたい場合はオブジェクトフローター
　の⑤部分のYの数値を減らせばいいのです。「トップ」「フロント」　
　「ライト」の左隅の表示を見比べながら位置を変えたり角度を変えたり
　していると，だんだん感覚がつかめてきます。



④ツールボックス

Infini-Dのデモ版を起動すると現れますが，閉じてしまったときはメ
ニューバーの「Windows」から「Toolbox」を選んで表示させます。

①シーンの中のオブジェクトの位置を動かします。
②オブジェクトを前後に回転させます。
③オブジェクトを左右に回転させます。
④オブジェクトを上下に回転させます。
⑤プリミティブのオブジェクトが入っています。使いたい形を選んでビュ
　ーウィンドウ上でクリックすると，選んだオブジェクトが現れます。

　
⑥オブジェクトが入っています。

　
⑦シーンに文字を表示させることができます。
⑧オブジェクトが入っています。

　
⑨オブジェクトが入っています。

　



⑤シーケンサー

メニューバーの「Windows」から「Sequencer」を選んで表示させます。
シーケンサーは，オブジェクトをアニメーションさせたり，オブジェクト
どうしをリンクさせたりする機能を制御します。
ここでは，連載第2回で実践する「リンク」を実現させるための方法を解
説します。

これがシーケンサーです。
今は「円柱上」と，「間接球体」と，「円柱下」がリンクされていない状
態です。
リンクされていない状態とは，ビューウィンドゥで「円柱上」を回転させ
ると「円柱上」のみが回転する状態です。



「上の円柱」を回転させたとき，「間接球体」も「円柱下」も連動して動
くようにしたいと思ったときに，3つのオブジェクトをリンクさせます。

リンクの方法は簡単です。

リンクの親となる「円柱上」に「間接球体」をドラッグ&ドロップします



すると，「円柱上」の横に▼のマークがついて，リンクが実現します。
同じように「円柱下」も「円柱上」にドラッグ&ドロップします。

これで，「円柱上」を動かすと，「円柱下」も「間接球体」も連動して動
くようになります。つまりリンクが実現したということです。



⑥レンダリングの方法

Infini-Dのデモ版では，つくったネイティブファイルは保存できません
が，つくった作品をレンダリングして，トータルで30フレームまで画像
データを保存することができます。
ここでは，レンダリングした画像のつくりかたを解説します。

　　　　　メニューバー「File」から「Render」を選び，「Image」を選択しま　
　　　　　す。すると，下のような画面が表示されます。



●View：レンダリングしたいシーンを選びます

　



●Quality：画面の質を設定します。最終的なイメージを出すときには「Ray 
Trace」を選びます。

　

●Anti-Aliasing：オブジェクトのエッジのギザギザを調整します。よりなめ
らかにするには「High」を選びます。

　

●Colors：色数を選びます

　

●WidthとHeight：サイズを選びます。

最後に「Render」ボタンを押します。



「Render」ボタンを押すと，このようなアラートが出ますが，使用限度の30
フレームまではレンダリング可能なので「OK」を押して作業を進めて下さい。
30フレームを超えると，レンダリング機能は使えなくなります。


